
の
安
全
性
確
保
に
重
点
を
置
い

て
い
る
の
が
特
徴
。

同
船
は
中
国
遠
洋
運
輸
公
司

天
津
分
公
司
に
所
属
し
、
今
回

は
神
戸
か
ら
天
津
ま
で
輸
出
物

資
を
運
ぶ
が
、
同
船
の
処
女
航

海
と
た
る
た
め
、
四
日
の
午
前

十
一
時
半
か
ら
井
尻
助
役
や
ク

イ
ー
ン
神
戸
ら
が
同
船
を
訪
れ

花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

☆
神
栄
、
韓
国
と
比
国
に
合
弁

会
社
を
設
立

神
栄
（
難
波
還
社
長
）
は
こ

の
ほ
ど
韓
国
の
商
社
、
進
星
通

スレディ☆

☆
川
崎
重
工
と
米
ロ
ッ
キ
ー
ド

社
が
共
同
技
術
開
発
で
提
携

川
崎
重
工
業
は
米
国
の
航
空

機
メ
ー
カ
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
と

共
同
で
宇
宙
開
発
、
陸
上
交
通

シ
ス
テ
ム
、
医
療
シ
ス
テ
ム
、
海

洋
開
発
な
ど
広
い
範
囲
に
わ
た

る
技
術
開
発
に
乗
り
出
す
こ
と

に
な
っ
た
。
日
米
民
間
ベ
ー
ス

に
よ
る
と
宇
宙
か
ら
海
洋
開
発

に
及
ぶ
広
範
囲
な
技
術
の
共
同

開
発
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ

り
、
産
業
の
知
識
集
約
化
、
福

祉
化
を
頒
ら
い
と
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
け
に
注
Ｈ
さ
れ
る
。

川
崎
重
工
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
両

社
が
提
携
し
て
新
規
事
業
部
門

の
技
術
共
同
開
発
に
踏
み
切
っ

た
の
は
両
社
が
航
空
機
、
造
船

と
い
っ
た
共
同
部
門
を
持
っ
て

い
る
ほ
か
、
口
社
は
宇
宙
開
発

軍
事
部
門
な
ど
で
各
種
制
御
技

術
を
豊
富
に
持
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
川
重
は
鉄
道
・
陸
運
各

車
両
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
産
業
機
械

工
作
機
械
な
ど
の
ハ
ー
ド
部
門

で
蓄
積
技
術
が
あ
る
こ
と
か
ら

相
互
に
補
完
関
係
に
あ
る
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
合
同
に
よ
る
新

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

規
技
術
開
発
を
ね
ら
っ
た
も
の

で
あ
る
。
両
社
が
開
発
を
ね
ら

う
部
門
は
宇
宙
開
発
、
海
洋
開

発
と
い
っ
た
新
産
業
部
門
の
ほ

か
、
都
市
の
新
交
通
シ
ス
テ

ム
、
公
害
防
止
な
ど
既
存
技
術

の
シ
ス
テ
ム
的
応
用
に
よ
る
新

分
野
の
開
拓
で
あ
る
。
川
崎
重

工
は
か
ね
て
宇
宙
開
発
、
海
洋

開
発
部
門
へ
の
新
規
進
出
を
図

っ
て
お
り
、
こ
の
部
門
で
は
多

く
の
実
績
を
残
し
て
い
る
ロ
ッ

キ
ー
ド
社
の
技
術
が
応
用
で
き

る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

☆
日
本
で
初
建
造
の
中
国
船

「
大
城
」
初
春
の
港
に
入
港

日
中
国
交
回
復
後
初
め
て
日

本
で
建
造
さ
れ
た
中
国
貨
物
船

大
城
（
一
○
、
七
一
五
ト
ン
、
願

龍
山
船
長
ら
四
十
三
人
乗
り

組
）
が
一
月
四
日
初
春
の
神
戸

港
に
初
入
港
し
た
。

大
城
は
日
立
造
船
向
島
工
場

で
建
造
さ
れ
、
十
二
月
二
十
日

中
国
側
に
引
き
渡
さ
れ
た
新
鋭

船
で
速
力
一
八
・
五
ヅ
。
船
首

部
が
耐
氷
構
造
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
船
首
マ
ス
ト
の
先
端
に

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
備
え
、
航
海

霞
…
；
州
…

’
4０

伊東尚美さん（2 0 歳〕
㈱大丸神戸店計算部

年中数字を扱うので視力が落ちてしまってと笑
う丸顔がとっても可愛い。仕率は算盤をはじくだ
けではなく、予算編成の資料作りなどグローバル
な視野を要求される重要なもの。繁忙期には売り
場に出て< 後方支援> もやる。たまに出るから面白
いけれど、ズッとは．．…・・業績伸張箸しい大丸の
大所帯のなかで、明日を背負って頑張っている彼
女なのです。（武庫川女子高卒）

商
と
合
弁
で
ソ
ウ
ル
市
に
コ
ン

デ
ン
サ
ー
の
製
造
会
社
「
進
栄

電
子
」
を
今
年
三
月
に
設
立
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
韓

国
で
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
生
産
し

テ
レ
ビ
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
、

ス
テ
レ
オ
用
の
部
品
と
し
て
米

国
に
直
接
輸
出
す
る
計
画
。

新
会
社
は
折
半
出
資
で
資
本

金
八
千
ウ
ォ
ン
（
邦
貨
換
算
五

千
六
百
万
円
）
社
長
に
は
金
正

銀
・
進
星
通
商
社
長
、
副
社
長

に
は
片
山
亨
二
・
神
栄
専
務
が

そ
れ
ぞ
れ
就
任
す
る
。

ま
た
同
社
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

に
も
合
弁
の
新
会
社
を
設
立
し

養
蚕
か
ら
生
糸
ま
で
一
貫
生
産

を
行
う
予
定
。
す
で
に
国
内
大

手
製
糸
メ
ー
カ
ー
の
片
倉
工
業

が
パ
ラ
グ
ァ
イ
、
神
戸
生
糸
、

昭
栄
な
ど
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
進
出

を
決
め
て
い
る
が
東
南
ア
ジ
ア

は
初
め
て
で
、
今
後
戦
前
の
代

表
的
な
輸
出
品
で
あ
っ
た
生
糸

も
海
外
で
生
産
す
る
動
き
が
急

ピ
ッ
チ
に
進
む
と
み
ら
れ
る
。

☆ＫＯＢＥオフィ

入港中のｒ大城」
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廷

０Ｊ

4１

○２月１４日はバレンタインデイ 鍵
鱗
癖
諏
蝉
鐸
嬢
蝉
嬢
鐸
識
識
鋳
蕊
癖
織
鐸
輝
鶴
灘
騨
鱗
癖

蕊

謹溌雑

参

蕊美雲室エリザベス
本店三満神社北収三ｋビﾙ 2 F ＴＥＬ, 3 3 1 - 8 8 9 4 . 4 9 1 7
芦屋支店浩雌I l j 阪神J ‘‘雑駅L I l l l l l j T E L , 0 7 9 7 - 2 2 - 4 0 6 7
専属結婚式場生、神社会館･オリエンタルホテル･阪急六i I I 1 1 1ホテル･嫌州側地

花嫁衣裳サロン猫; 筆騨雅
お賃衣裳部土出神社, i 1 i 皿ＴＥＬ３３１３２５ｓ

蕊ﾂ#

２
口
潤

と ｸ ろける想い

とろける味
若い二人のラブ・タイム

ユーコン・ブイ￥１，０００．２′０００

〆

２月１４日、バレンタイン、あなた力、
らあの方に亀

彼とのひととき、ユーコン・ブイ' よ
愛の使者、キコ・‐・トなハートの橋渡
し、今年こそ- Ｌ・一j ン．．ブイて‘、彼
のハートを射止めよう. 〃

職
北欧の銘菓

ユーノＬイム･ コンフェクト
豆本社・工喝・熊内店衿戸市聾合区観内町１の3 5 (市立美術館東隅）雪2 2 1 - 1 1 6 4
画二宮センター応神戸三富センター街(洋莫子･喫茶･レストラン》念331 - 2 4 2 1
■さんちか店神戸大丸･ そ童う･ 阪忌・三越店・神戸デパート内
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２月１４日は－‐－

恋人たちの日バレ
チョコレートを買えば、可愛い愛の

ンタインデー
本プレゼント

編b孟締ｉＩ'

ひと足先に
メガネで春のムード……

ヤンク季からアタツレトまで
今注目をあびている
メタルフレーム・ファッショングラスが
続々入荷中: 〃

メガネの

弔三リカロブ
大阪店【睡露ｺｧｲｺ ｺ 4 F '神戸店･三宮＝んコラ域1Ｆ

ＴＥＬＯ６< 3 6 1 ) 7 0 4 0 ＴＥＬＯ７８( 3 9 1 ) 0 3 8 3

4２
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ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
技
術
の
な
か
で

の
最
大
の
傑
作
は
、
燃
料
電
池
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

家
庭
で
容
易
に
発
電
が
で
き
る
も
の

だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
わ
が
国
に
と

っ
て
は
飛
び
つ
き
た
く
な
る
よ
う
な
ア

ポ
ロ
技
術
の
民
生
応
用
で
あ
る
。

一
九
六
七
年
か
ら
、
ア
ポ
ロ
宇
宙
船

の
燃
料
電
池
を
製
作
し
た
プ
ラ
ッ
ト
ア

ン
ド
ホ
イ
ッ
ト
ー
ー
ー
社
を
中
心
に
実
用

化
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ガ
ス
会
社
三
十
二
社

と
、
わ
が
国
か
ら
東
京
ガ
ス
・
大
阪
ガ

ス
両
社
が
参
加
し
て
い
る
。

ガ
ス
変
換
推
進
チ
ー
ム
胃
缶
記
の
国

目
月
ｇ
Ｂ
ｇ
Ｐ
Ｑ
ぐ
○
月
①
”
①
の
①
胃
呂

甘
刷
銅
協
同
冒
角
喝
胃
目
の
玲
貝
日
色
陣
目
）

俗
称
タ
ー
ゲ
ッ
ト
計
画
と
い
わ
れ
る
も

の
。

一
九
七
三
年
に
試
作
機
が
わ
が
国
に

空
輸
さ
れ
、
東
京
と
大
阪
で
約
三
○
○

○
時
間
以
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
を

行
な
い
良
好
な
結
果
を
得
て
い
る
。

量
産
エ
場
の
建
設
、
モ
ニ
タ
ー
テ
ス

ト
、
法
律
な
ど
社
会
的
問
題
が
残
っ
て

い
る
が
、
一
九
七
五
年
末
ご
ろ
ま
で
に

諸
岡
博
熊

〈
阪
神
外
貿
埠
頭
公
団
工
務
部
長
〉

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

燃
料
電
池

燃料電池パワープラントの i + 薄成 は
、
す
べ
て
の
点
が
改
善
さ
れ
て
商
品

化
し
、
市
場
に
出
回
わ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
水
素
化
製
品
時
代
は
目
前
に
あ

る
。

×
×
×

燃
料
電
池
は
パ
イ
プ
で
送
ら
れ
て
く

る
天
然
ガ
ス
を
改
質
装
置
で
水
素
リ
ッ

チ
の
ガ
ス
に
す
る
。
つ
ぎ
に
燃
料
電
池

内
に
こ
の
ガ
ス
と
空
気
中
の
酸
素
を
と

り
入
れ
て
電
気
を
取
り
出
す
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
も
し
交
流
を
必
要
と
す
る
左

ら
ぱ
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
で
交
流
に
す

る
。
サ
イ
ク
ル
も
電
圧
も
自
由
に
選
べ

る
と
い
う
、
ま
さ
に
需
要
家
が
電
気
の

１
４３

〉AC 電力天燃ガ

讃3 布

質
を
選
択
で
き
る
と
い
う
、
電
気
を
本

当
の
商
品
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

家
庭
で
は
、
電
気
を
照
明
、
テ
レ
ビ

な
ど
に
、
一
方
、
冷
暖
房
、
電
気
ガ
マ

冷
蔵
庫
な
ど
は
直
接
水
素
ガ
ス
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
左

る
。
水
素
ガ
ス
毛
布
も
出
現
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。

×
×
×

テ
ス
ト
機
の
パ
ワ
ー
セ
ル
ー
ー
は
小

型
で
効
率
が
よ
い
。
出
力
一
二
・
五
キ

ロ
ワ
ッ
ト
、
一
○
○
ボ
ル
ト
で
熱
効
率

五
○
パ
ー
セ
ン
ト
。
大
型
火
力
発
電
の

四
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
わ
る
。
ケ
チ

ケ
チ
節
約
時
代
に
は
こ
の
よ
う
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
も
の
が
勧
迎
さ
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

を
呼
ぶ
日
は
近
い
が
、
実
現
ま
で
に
問

題
が
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
は
、
現
在
の

独
占
を
許
し
て
い
る
電
気
事
業
法
の
あ

り
方
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
も
、
住
民
の

反
対
運
動
や
ら
環
境
問
題
で
発
電
所
の

建
設
が
阻
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
律

の
あ
り
方
も
必
然
的
に
整
備
さ
れ
て
い

く
運
命
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
二
に
、
燃
料
源
の
問
題
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
合
成
天
然
ガ
ス
の
技
術

開
発
と
石
炭
田
の
確
保
で
あ
る
。
こ
れ

の
準
備
が
不
足
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
あ

た
り
か
ら
天
然
ガ
ス
を
買
い
入
れ
ざ
る

を
得
な
く
た
り
、
こ
の
た
び
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
二
の
舞
い
と
な
り
か
ね
た

い
◎
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' せんだ
Ｉえのき

3 4 年名木指定（神前のくすのき）

3 2 年名木指定（外人クラブのヒマラヤ杉）

〃永畑氏宅

真光寺

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑳

〈
神
戸
の
み
ど
り
（
完
）
〉

神
戸
市
内
の
名
木
・
樹
林

！
鶴
頴
＃
雲
‐
…

▲湊川神社（生田区）の樹林

⑤神戸の街にも、すばらしいみどりが残って
います。多くは信仰の対象だったから残った
ものです。次に市内の名木・樹林のリストを
掲げておきますので、気が向けば一度見に行
って下さい。（畠山通之）

地部）神戸市内の名木リスト（資料・神戸市土木局公圃緑地部）

くすのき
くすのき

▲春日神社（灘区）の大楠木つ工

神戸市内の樹林リスト（資料・神戸市土木局公園緑地部）

すのき、毛てつ

所在地 主な樹種
えのき、くすのき
黒松

所在地
東灘区稲荷

辿
赤

種
一
松
摘 要

3 4 年名木指定（保久良のけやき）
東灘区弓弦羽神社
灘区善光寺
〃一王山十善寺
〃大土神社
〃摂津八幡宮

海神社｜黒松、く
くら、あらかし

けやき
えのき

鴛宮八幡宮
住吉神社
中勝寺

丹生神社
春日神社
神戸労災病院

腫

区

灘
〃
〃
合葦

3 5 年名木指定（白川堂の石抱きかや）

えのき、くすのき

黒松
黒松、桜、と

Ｊ７

〃

垂水区
”

厄神八幡宮
須磨浦公園
八幡神社

宮

杉、黒松、いぬまき
黒松、くすのき、むく、いちよう、
黒松、くすのき、いちょう
くすのき
くすのき、いちょう

いちよう
黒松
固唾睡壷雪
くすのき
くすのき
くすのき
ヒマラヤ杉
くすのき
ユーカリ
えのき
くぬぎ

須磨区離宮公園
〃

〃

2 9 年名木指定（高羽の大日松〕くるがねもち

くすのき、いちょう、うばめがし、もちのき
くすのき、やまもも、うばめがし、もちのき

諏訪神社

黒松、くす
くすのき
くすのき、
くすのき、
くすのき、
くすのき
いぶき、あ

五毛天満宮
璽j電-.1垂
妙光院

諜卜i謡
一
区
区

〃
〃
｜
詫
一
〃
田坐

、いちよう ､ うほめがし くすのき
くすのき
くすのき
ユーカリ
かや

( 多聞寺のかや）くすのき
しらかし、松

兵庫区
〃

いち上う、杉 いちょう

もちのき 〃春藤氏宅
生田区神戸クラブ

くすのき、むく、いちょうゃヒマラヤ杉

あらかし、つばき

4４区恋
一
〃

長田神社
ビオフエルミン
製薬長田索

長田区
〃

湊川神社
祥福寺
氷室神社

相楽園
諏訪山児童公園

3 2 年名木指定（相楽園のくすのき）〃
″

ん、ひの

離宮道
禅昌寺
妙法寺
綱救天澗宮

大杉）
もみじ
黒松、くすのき、いちょう
松

らかし

神付の（

き、あらかし、いちょう 兵庫区佐々木氏宅 3 1 年老木指定（都由乃森のえのき）

3 6 年塩木指定

区
区
区田

北
北
長

3 0 年名木指定
－ －

３４年g 宮木指定
3 6 年名木指定（八多の槙柏〕

( 善福寺の糸桜）唐栂公醗｜

脅謝詞

、さんごじゆ 〃厄除八幡宮
北区多聞寺
北区善福寺
北区吉田氏宅
北区大歳神社

熊野神社
かや
糸桜
棋柏

杉
けやき
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▲３階にあるお店の事務室

☆１階と２階がお店、３階がお店の事務室、
４階と５階がすまい、という構成です。
元町商店街も、外からみると、だいぶんピ
ル化されてしまいましたが、これは、その典
型例で、内容は、お店と住宅が一緒にたって
いるケースが、多いのです。
すまいとお店が一緒だと、何かとお商売が
ヒューマンでありつづけやすい、と考えられ
ます。自分の身上と切離さをいでお商売がで
きる、自分の街に住んでいるという生活感と
一体になって、お客様に接することが出来
る、といった点です。ピッグストアー、大シ
ョッピングセンターの、ビジネス李トキ義の
お商売とは違う心を持ちつづけやすい環境だ
と思えるのです。昔からの古いお店一のれ
んが並んでいる元町にとって、この住職一体
の条件が、大きく作用していると、評価でき
ます。生活の存在は町の性格を左右します。
従来の一般の町家での住職一体は１階がお

店、１階の奥と２階が住宅、それに１階の奥
にお庭があって、ということだったのです
が、近頃は敷地も狭くなり、コンクリート造
だからという条件と高度化利用の要求が加わ
って背が高くたっているので、５階建という
のは、まあ最近の一般解だといえるのではな
いでしょうか。ヨーロッパの町家一ロウ・ハ
ウスなどは、昔から５階建ぐらいが一般的で
した。
２階建と５階建では実用上いろいろな違い

が出てくると思われます。その第一は上下の
往復でしょうが、住職離れて住むことの不便
に比べてやむを得ないと考えましょう。庭の
あるなし、これは本来最上階と屋上の組合せ
で解決したいのです。ペントハウスという手
法です。赤い屋根と緑の屋上テラスと太陽に
対することが出来るペントハウスは、地面に
接する位置と同様、高い価値をもつことにな
ります。（水谷頴介）

4５

お
店
と
住
宅
が
一
緒
に
な
れ
ば

〈
新
し
い
町
家
②
〉

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑳

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

傍
サ
ン
・
サ
カ
エ
・
ビ
ル
全
景

▲
４
階
に
あ
る
食
堂
兼
居
間
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最
近
〃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〃
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
が
、
福
祉
に
多
少
と
も
関
心
の
あ
る
人
を
除
い
て

は
ま
だ
一
般
に
は
な
じ
み
が
薄
い
よ
う
だ
。
日
本
で
は
〃
奉
仕

者
″
と
訳
さ
れ
て
、
病
院
や
福
祉
施
設
で
老
人
や
子
供
た
ち
の
お

世
話
の
手
助
け
を
す
る
人
を
言
う
が
、
我
国
で
は
福
祉
自
体
が
ま

だ
弱
者
の
保
護
と
い
う
狭
い
意
味
に
し
か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
や
や
も
す
る
と
〃
奇
篤
な
人
″
と
い
う
眼

で
見
ら
れ
が
ち
だ
し
、
そ
の
活
動
も
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。
欧
米
の
例
を
持
ち
出
し
て
そ
れ
の
真
似
を
せ
よ
、
と
は

い
わ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
が
経
済
成
長
か
ら
福
祉
国
家
へ

と
そ
の
進
路
を
転
換
す
る
の
な
ら
、
従
来
の
狭
い
意
味
の
福
祉
か

ら
国
民
全
体
の
福
祉
へ
と
そ
の
考
え
方
の
幅
や
政
策
の
幅
を
ひ
ろ

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
し
、
私
達
も
福
祉
と
い
う
も
の
を
Ⅲ
常
の

レ
ベ
ル
で
考
え
、
感
じ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
か
ら
新
し
い

生
き
方
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
つ
の
重
要
性
は
、
狭
い
福
祉
か
ら
よ

り
大
き
な
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
た
福
祉
社
会
へ
の
窓
を
開
く
こ
と
で

あ
り
、
上
か
ら
与
え
ら
れ
た
官
製
の
社
会
で
ま
く
、
市
民
自
ら
の

意
志
と
力
で
新
し
い
コ
ミ
ラ
ー
テ
ィ
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に

あ
る
。と

こ
ろ
で
、
自
分
も
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
何

か
や
っ
て
み
た
い
、
と
い
う
人
の
た
め
に
、
県
民
会
館
４
階
「
兵

庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
中
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
兵
庫
ビ

ュ
ー
ロ
ー
」
（
童
○
七
八
’
三
三
一
’
六
九
五
四
）
が
七
年
前
に

誕
生
し
た
。
こ
の
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
現
在
春
と
秋
に
二
回
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」
を
開
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人

の
た
め
に
入
門
講
座
、
研
修
講
座
を
開
い
て
い
る
他
、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ァ
の
斡
旋
、
機
関
誌
の
発
行
、
調
査
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
な
っ

て
、
ひ
ろ
く
参
加
者
を
求
め
て
い
る
。
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
も
皿
ほ
ど
あ
り
、
毎
週
火
曜
日
の
夕
方
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
時
間
を
も
ち
、
相
互
交
流
も
行
ま
っ
て
い
る
の
で
、
参
加

希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
る
と
い
い
。

こ
の
兵
庫
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
事
務
局
長
を
三
年
勤
め
て
い
る
浮
田

伸
さ
ん
（
妬
）
自
身
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
自
分
の
仕
事
の
暇
を

み
て
は
こ
こ
に
顔
を
出
し
、
ま
と
め
役
を
か
っ
て
で
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
方
向
と
し
て
「
若
い
層
か
ら

も
っ
と
ひ
ろ
い
層
へ
と
ひ
ろ
げ
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
密
着

し
た
活
動
に
力
を
入
れ
る
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
問
題

に
目
を
む
け
て
取
り
く
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
」
行
政
に
対
す
る

注
文
と
し
て
「
補
助
金
を
出
し
て
い
た
だ
く
の
は
有
難
い
の
で
す

が
あ
ま
り
規
制
を
加
え
な
い
よ
う
に
。
そ
れ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

気
軽
に
集
え
る
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
。
今
年
は
兵

庫
県
内
全
域
を
対
象
と
し
て
活
動
の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
各
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
を
ま
と
め
あ
げ
て
い
く
の
が
目
標
。

現
在
活
動
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
若
い
人
の
サ
ー
ク
ル
を
中

心
と
し
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
と
こ
ろ
家
庭
の
主
婦
も
め
だ
っ

て
増
え
て
き
て
い
る
。
主
婦
を
中
心
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
と

し
て
は
、
東
灘
区
の
あ
る
子
供
の
施
設
の
よ
う
に
家
庭
の
主
婦
が

毎
日
交
代
で
子
供
た
ち
の
食
事
の
献
立
か
ら
買
物
、
料
理
ま
で
を

受
け
も
っ
て
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
、
県
立
西
宮

病
院
で
病
人
の
お
世
話
の
手
助
け
を
し
て
い
る
主
婦
の
グ
ル
ー
プ

も
あ
る
。

後
者
の
県
立
西
宮
病
院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
た
の
は
今
か
ら
８
年
前
の
昭
和
型
年
７
月
。
現
在
平
均
年
令
確

☆
神
戸
を
福
祉
の
町
に
〈
２
〉
上
の
マ
ー
ク
篭
イ
ス
で
使
用
で
き
る
箇
所
に
は
ら
れ
る
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

削
万
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
代

橋
本
明

１
４６
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○
時
間
を
超
え
る
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
。
日
本
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
て
い
る
病
院
は
鋤
ほ
ど
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
が
私
立
病
院
で
、
官
公
立
の
病
院
で
こ
れ
ほ
ど
長
く
つ
づ
い
て

い
る
所
は
他
に
な
い
と
い
う
。
「
日
本
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
希
望

者
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
が
、
働
く
場
所
が
少
ま
い
こ
と
と
、

受
け
入
れ
側
の
理
解
が
足
り
ま
せ
ん
ね
。
最
近
行
政
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
奨
励
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
的
な
押
し
つ
け
に
は
反

対
で
す
。
あ
く
ま
で
自
分
の
意
志
で
や
る
活
動
で
す
か
ら
。
そ
れ

と
す
ぐ
欧
米
の
真
似
を
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
や
は
り
日
本
の
土
壌

に
合
っ
た
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
楢
崎
さ
ん
。

前
述
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
兵
庫
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
昨
年
の

５
月
か
ら
２
カ
月
間
、
阪
神
・
神
戸
・
東
播
各
地
域
の
社
会
福
祉

施
設
一
二
一
カ
所
を
対
象
に
ニ
ー
ド
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結

果
を
み
る
と
、
全
体
の
帥
％
の
施
設
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と

し
て
お
り
、
田
％
の
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
現
在
何
ら
か
の
形

で
活
動
し
て
い
る
。

自
分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
社
会
に
出
て
手
助
け
を

し
た
い
、
他
人
の
た
め
に
働
き
た
い
、
と
い
う
人
は
こ
れ
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
ろ
ん
な

形
で
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
周
り
の
問
題
に
目
を
向
け
、
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
は
福
祉
社
会
づ
く
り
の
第
一
歩
と
な
る
。
こ
と

さ
ら
〃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
″
な
ど
と
肩
を
は
ら
な
く
て
も
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
普
段
着
の
姿
勢
で
や
れ
ば
い
い
の
だ
。
特
に
私

は
こ
れ
か
ら
の
主
婦
の
力
に
期
待
を
し
た
い
。
ア
メ
リ
カ
の
あ
る

福
祉
施
設
を
訪
れ
た
時
、
女
性
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
「
福
祉
は
女

性
の
分
野
で
す
よ
。
ま
だ
ま
だ
男
性
に
は
負
け
ま
せ
ん
」
と
笑
っ

て
い
た
が
、
福
祉
の
専
門
家
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
女
性
が
圧
倒
的

に
多
く
、
き
め
細
か
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
地
域
の
生
活
に

根
ざ
し
た
主
婦
の
眼
、
新
し
い
ウ
ー
マ
ン
・
パ
ワ
ー
に
期
待
を
す

る
と
同
時
に
、
神
戸
一
三
○
万
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
代
が
早
く

く
る
こ
と
を
願
い
た
い
。
〈
本
誌
編
集
部
〉

’
4７
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攻守共に必死のプレー
( 昭和4 4 年近畿高等学校ハンドボール選手権大会にて）

☆
大
型
選
手
の
養
成
こ
そ
が
第
一
条
件

前
回
書
い
た
よ
う
に
、
誕
生
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
な
く
、

現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
地
域
に
も
普
及
、
国
際
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
連
盟
に
は
三
十
余
カ
国
が
加
盟
し
て
い
る
が
、
川
本
は
昭
和

三
六
年
の
世
界
選
手
権
大
会
に
男
子
チ
ー
ム
が
、
翌
年
の
同
大
会

に
女
子
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
て
健
闘
、
昨
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
男
子
が
初
め
て
出
場
し
て
第
十
一
位
と

な
っ
た
。
あ
ま
り
よ
い
成
績
で
は
な
い
が
、
今
日
で
は
男
女
共
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
チ
ー
ム
と
互
角
に
戦
い
、
時
に
は
強
豪
を
破
る
ま
で

に
成
長
し
て
い
る
。
世
界
の
ベ
ス
ト
テ
ン
は
さ
す
が
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
陣
が
顔
を
そ
ろ
え
、
優
勝
国
の
ユ
ー
ゴ
は
じ
め
チ
ェ
コ
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
東
独
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
西

独
、
ソ
連
ら
が
つ
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
が
最
後
に
顔
を
出
し
て
い

る
。
次
が
日
本
と
い
う
わ
け
で
、
欧
米
以
外
で
は
日
本
が
最
強
で

あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
や
韓
国
チ
ー
ム
を

破
っ
て
い
る
。
中
国
、
北
鮮
は
ま
だ
加
盟
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ

も
時
間
の
問
題
と
思
わ
れ
て
い
る
。

関
東
に
比
べ
て
関
西
で
の
普
及
は
遅
く
、
従
っ
て
実
力
も
見
劣

り
が
あ
り
、
戦
後
関
西
で
は
大
学
チ
ー
ム
と
し
て
関
学
、
大
阪
歯

神戸遊戯誌1 2 4
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大
、
関
大
が
三
強
の
強
み
を
発
揮
し
た
が
、
関
東
勢
に
は
常
に
押
さ

え
ら
れ
て
い
た
。
さ
て
、
兵
庫
県
下
で
は
昭
和
二
一
年
に
県
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
協
会
（
現
在
・
神
戸
市
兵
庫
区
山
田
町
・
県
立
鈴
蘭
台

高
校
内
）
が
設
立
さ
れ
た
が
、
主
と
し
て
三
宅
三
治
（
岡
山
県
出

身
、
当
時
明
石
中
、
現
明
石
高
校
教
員
）
と
佐
多
民
扮
（
故
人
、

鹿
児
島
県
出
身
、
県
工
教
員
）
両
氏
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
、
ま

ず
明
石
中
（
現
明
石
高
）
、
県
工
、
報
徳
中
（
現
報
徳
高
）
の
三
チ

ー
ム
を
育
成
し
て
同
協
会
の
登
録
チ
ー
ム
と
し
た
。
現
在
の
使
用

ポ
ー
ル
は
牛
皮
製
だ
が
、
終
戦
時
は
入
手
困
難
の
た
め
ポ
ー
ル
を

自
分
ら
で
考
案
し
て
紙
や
キ
レ
で
代
用
品
を
作
る
と
い
う
涙
ぐ
ま

し
い
思
い
出
話
も
あ
る
。
そ
れ
が
今
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
県
協

会
登
録
チ
ー
ム
数
だ
け
で
百
五
も
あ
り
（
一
、
五
七
五
名
）
、
高
校

だ
け
で
五
四
に
も
ふ
え
て
い
る
。
三
宅
、
佐
多
両
氏
の
功
績
大
と

い
う
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
間
二
人
以
外
に
協
力
し
た
人
の
数
も
相

将
あ
る
。

ま
ず
、
終
戦
後
い
ち
早
く
両
氏
を
た
す
け
、
審
判
な
ど
大
会
運

営
に
協
力
し
た
人
に
は
、
鞍
田
健
二
（
故
人
・
明
石
市
）
、
西
沢
倫

雄
（
現
神
戸
市
教
委
）
、
花
房
保
（
現
竜
野
実
業
高
校
長
）
、
坂
本

敏
雄
（
呪
県
立
三
原
高
教
員
）
、
大
原
靖
男
氏
（
現
協
会
副
会
長
）

等
が
あ
る
。
次
ぎ
に
普
及
に
つ
く
し
た
人
、
現
に
つ
く
し
つ
つ
あ

兵庫県ハンドボール協会
理事長藤原呈さん
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る
人
の
数
は
さ
ら
に
多
い
。
明
石
高
卒
業
生
（
三
宅
氏
も
同
校

卒
）
で
は
、
増
岡
茂
義
（
現
協
会
副
会
長
、
昭
和
二
四
年
以
降
）
、

藤
原
豊
（
協
会
理
事
長
、
二
八
年
以
降
）
、
幸
田
末
之
（
高
体
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
主
任
、
三
三
年
以
降
）
、
梅
田
幹
夫
（
協
会
審
判
部
長

三
四
年
以
降
）
、
栗
山
繁
則
（
協
会
普
及
部
長
、
三
五
年
以
降
）
の

各
氏
、
県
工
卒
（
佐
多
氏
も
同
校
卒
）
で
は
、
泉
幸
男
（
協
会
役

員
）
、
上
野
赴
（
県
工
教
員
）
の
両
氏
、
兵
庫
高
卒
で
は
新
井
節

男
氏
（
現
協
会
常
任
理
事
）
と
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
特
に
中

学
の
普
及
に
寄
与
し
た
人
に
は
、
柳
瀬
好
夫
（
現
明
石
市
教
委
）

と
正
井
三
郎
（
協
会
常
任
理
事
）
の
両
氏
が
い
る
。
こ
の
他
の
功

労
者
に
小
島
正
男
（
現
県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
）
と
狩
野
幸
介
（
協

会
競
技
委
員
長
）
の
よ
う
な
人
が
い
る
。

県
下
登
録
チ
ー
ム
の
内
訳
を
す
る
と
、
教
員
チ
ー
ム
ニ
、
実
業

団
七
、
ク
ラ
ブ
八
、
大
学
四
、
高
校
五
四
、
中
学
三
○
と
い
っ
た

と
こ
ろ
。
こ
の
う
ち
優
秀
チ
ー
ム
を
拾
っ
て
み
る
と
、
大
学
で
は

関
学
、
甲
南
大
、
武
庫
川
女
子
大
、
神
大
の
面
々
、
ク
ラ
ブ
で

は
、
頁
ワ
ロ
ー
兵
庫
、
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ワ
ロ
ー
、
鈴
蘭
台
ク
ラ

ブ
、
県
商
Ｏ
Ｂ
、
県
工
Ｏ
Ｂ
、
滝
川
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
実
業
団
で
は
、

神
鋼
、
兵
庫
ダ
イ
ハ
ツ
、
川
重
、
神
戸
化
成
ほ
か
、
高
校
で
は
、

滝
川
、
兵
庫
、
鈴
蘭
台
高
、
県
工
、
神
戸
女
子
高
、
市
立
神
港
、

明
石
、
報
告
高
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
県
下
大
会
に
は
一
般
県
民
体

育
大
会
（
春
秋
一
・
回
）
の
時
の
試
合
、
昨
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
ク

ラ
ブ
、
大
学
、
実
業
、
高
校
な
ど
全
部
で
行
な
う
県
総
合
選
手
権

大
会
（
中
央
体
育
館
）
論
昭
和
二
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
県
下
高
校
総

合
大
会
（
毎
年
六
月
）
、
県
下
新
人
戦
大
会
（
十
一
月
）
な
ど
が
あ

り
、
こ
の
他
中
学
大
会
も
呑
地
で
男
女
の
地
区
大
会
や
定
期
戦
な

ど
が
開
か
れ
つ
つ
あ
る
。
在
県
チ
ー
ム
の
輝
か
し
い
全
国
的
成
績

に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
関
学
大
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
昭

和
二
四
年
か
ら
二
九
年
ま
で
東
京
勢
を
し
り
ぞ
け
て
連
続
優
勝
し

て
い
る
し
、
教
員
チ
ー
ム
の
ス
ワ
ロ
ー
兵
庫
は
全
日
本
教
員
大
会

の
昭
和
三
五
年
に
優
勝
、
昭
和
四
七
年
と
四
八
年
に
は
準
優
勝
、

国
民
体
育
大
会
に
は
一
昨
年
優
勝
、
昨
年
準
優
勝
、
明
石
高
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
は
国
民
体
育
大
会
で
昭
和
三
三
年
に
第
三
位
、
三
五

年
に
は
第
二
位
、
県
工
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
昭
和
三
六
年
の
同
大

会
に
み
ご
と
優
勝
し
て
い
る
。
他
方
県
下
高
校
大
会
（
昭
和
三
二

年
開
始
）
で
は
、
男
子
は
県
工
、
明
石
高
、
市
立
西
宮
、
滝
川

高
、
武
庫
工
、
女
子
は
尼
崎
高
、
夙
川
学
院
、
甲
子
園
学
院
な
ど

が
圧
倒
的
に
強
く
、
交
互
に
制
覇
し
て
い
る
。

最
後
に
現
在
の
全
国
的
な
実
力
程
度
に
目
を
や
る
と
、
前
記
の

成
績
で
も
わ
か
る
よ
う
に
教
員
チ
ー
ム
は
大
阪
と
並
ん
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
他
府
県
の
追
従
を
許
し
て
い
な
い
。
大
学
は
終
戦
後
し

ば
ら
く
の
間
は
関
学
な
ど
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
い
た
が
、
今
は
残

念
だ
が
Ｂ
ク
ラ
ス
に
落
ち
て
い
る
。
高
校
も
昭
和
三
二
年
か
ら
二

六
年
頃
ま
で
は
第
一
級
レ
ベ
ル
に
い
た
が
、
近
年
は
近
畿
地
区
、

全
国
共
に
Ｂ
ク
ラ
ス
に
落
ち
た
。
実
業
団
も
Ｂ
ク
ラ
ス
以
上
に
は

出
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
救
う
方
法
は
第
一
に
大
型
選
手
を
養
成

す
る
こ
と
だ
。
昭
和
三
五
年
頃
か
ら
全
国
的
に
選
手
の
身
長
は
ぐ

っ
と
伸
び
、
体
重
も
重
量
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
い
え
る
こ
と
だ
が
、
と
り
わ
け
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
い
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ

が
世
界
選
手
権
へ
の
最
大
条
件
で
も
あ
る
。

最
後
に
四
十
八
年
度
の
県
下
各
協
会
の
事
務
局
を
紹
介
す
る
と

県
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
は
県
立
鈴
蘭
台
高
校
内
に
あ
り
、
会
長
は

滝
川
慶
作
氏
（
滝
川
学
園
理
事
長
）
、
副
会
長
は
増
岡
茂
義
（
日
ノ

出
工
業
Ｋ
Ｋ
）
と
大
原
靖
男
（
竜
騎
兵
会
館
）
の
両
氏
。
県
高
校

体
育
連
盟
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
滝
川
高
校
（
神
戸
市
須
磨
区
宝
田

町
）
内
で
、
部
長
は
松
下
律
太
郎
氏
（
滝
川
高
校
長
）
、
主
任
は
幸

田
末
之
氏
（
滝
川
高
校
）
。
県
中
学
体
育
連
盟
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は

神
戸
市
立
高
取
台
中
学
校
（
長
田
区
池
田
丘
町
）
内
に
あ
り
、
部

長
は
中
村
薫
氏
（
高
取
台
中
学
校
長
）
、
主
任
は
正
井
三
郎
氏
（
同

校
）
で
あ
る
。
チ
ー
ム
各
自
の
協
力
が
団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
最
大
条

件
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

は
そ
の
最
た
る
も
の
で
、
「
攻
守
共
に
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
レ

ー
ヤ
ー
に
な
る
こ
と
」
と
「
考
え
な
が
ら
終
始
プ
レ
ー
を
す
る
こ

と
」
の
二
つ
が
極
度
に
要
求
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

（
四
八
・
十
二
・
一
四
記
）

注
取
材
に
つ
い
て
は
藤
原
登
氏
（
県
協
会
理
事
長
）
と
同
一

道
氏
（
明
石
市
立
公
民
館
）
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

’
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綴蕊蕊蕊蕊！
選びぬかれた味覚のエリート

デセーールシヨアジ
がずかずの花がそれぞれの美しきで
咲き誇るようにデセールショアジは

ひとつひとつがすばらしい味を

蕊篭
6重胡｡帝F卿！
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☆｢ 酒｣ 特集座談会☆

女' | 生にはもっと酒の解放を！

辻に酒あればこそ
中西勝〈i 卿家》●佐々木久子磯裳〉
望月美佐〈書家> ●筒井康隆《作家〉

望
月
女
の
酒
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
は
飲
み
ま
す
け
れ
ど
、
一

般
の
奥
さ
ま
方
い
う
と
、
ま
だ
女
の
酒
赤
み
は
ど
う
も
、
と
い
う

感
覚
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

佐
々
木
一
部
に
は
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
で
も
ね
、
ト
ラ
箱
に
入
る

人
の
一
年
間
の
統
計
で
は
、
女
の
人
で
は
主
婦
が
圧
倒
的
に
多
い

ん
で
す
っ
て
、
東
京
の
場
合
。
年
間
、
女
の
人
が
千
四
百
人
く
ら

い
あ
の
ト
ラ
箱
に
入
る
ん
で
す
。
そ
の
う
ち
九
百
人
が
主
婦
っ
て

こ
と
で
す
よ
。

筒
井
そ
れ
は
た
ま
に
飲
む
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が

ね
。
常
習
犯
て
い
う
の
も
い
る
の
か
な
。

望
月
そ
う
い
う
人
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
飲
む
ん
で
し
ょ
う

か
。
や
っ
ぱ
り
ご
主
人
と
は
別
に
、
奥
さ
ま
ど
う
し
で
飲
む
の
か

し
ら
。

佐
々
木
ご
主
人
が
い
っ
し
ょ
だ
と
、
ひ
っ
ぱ
た
い
て
連
れ
て
帰

る
で
し
ょ
う
よ
（
笑
）

中
西
誰
か
に
飲
ま
せ
ら
れ
る
ん
で
し
ょ
う
。

佐
々
木
酒
に
免
疫
性
が
な
い
か
ら
の
ぼ
せ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。

い
っ
し
ょ
に
い
た
人
も
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
く
て
ほ
っ
た
ら
か
し

て
帰
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

望
月
女
の
酔
っ
ぱ
ら
い
と
い
う
の
は
み
っ
と
も
な
い
で
す
ね
。

筒
井
よ
く
み
っ
と
も
な
い
と
い
う
け
れ
ど
、
僕
は
女
の
人
の
酔

っ
ぱ
ら
い
、
も
っ
と
見
た
い
で
す
ね
。
電
車
の
中
で
し
か
見
た
こ

と
が
な
い
け
れ
ど
。

望
月
そ
れ
は
兄
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
そ
ん
な
ふ
う
に
お
思
い

に
な
る
ん
で
す
よ
、
き
っ
と
（
笑
）
・

筒
井
終
電
車
な
ん
か
で
は
た
ま
に
兄
る
こ
と
あ
り
ま
す
け
れ
ど

あ
ま
り
見
ま
い
で
す
ね
。
イ
ヤ
ラ
シ
イ
と
い
う
け
れ
ど
、
僕
は
あ

ん
ま
り
イ
ャ
ラ
シ
イ
と
恩
わ
ん
で
す
な
。

中
西
僕
ま
ん
か
は
、
飲
ん
で
イ
ヤ
ラ
シ
イ
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

こ
と
を
よ
く
し
た
の
で
、
わ
り
あ
い
同
情
的
で
す
か
ら
ね
（
笑
）
。

☆
女
が
酒
を
飲
む
と
き
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☆
酔
わ
せ
る
男
の
下
心
が
チ
ラ
チ
ラ

: 蕊筒
井
女
の
人
が
は
じ
め
て
酒
飲
む
の
は
、
ま
あ
だ
い
た
い
、
男

の
人
と
飲
む
わ
け
で
す
わ
ね
。
外
で
飲
む
場
合
だ
と
、
あ
る
程
度

貞
操
観
念
み
た
い
な
も
の
忘
れ
て
飲
ま
な
イ
カ
ン
よ
う
な
錯
覚
が

あ
る
ん
と
ち
が
い
ま
す
か
。
僕
は
よ
う
わ
か
ら
ん
け
ど
（
笑
）
。

そ
れ
で
女
の
酔
っ
ぱ
ら
い
が
少
な
い
ん
と
ち
が
う
か
と
思
う
ん

で
す
が
ね
。
大
部
分
そ
う
で
す
よ
、
女
の
人
が
酒
飲
ん
で
酔
っ
ぱ

ら
っ
た
ら
イ
カ
ン
い
う
の
は
ね
。

は
じ
め
て
飲
ん
だ
と
き
は
ど
う
で
し
た
か
。
そ
ん
な
気
も
ち
し

な
か
っ
た
で
す
か
。

佐
々
木
非
常
に
ね
、
男
の
人
が
お
も
し
ろ
が
る
で
し
よ
。
本
瑚

に
心
か
ら
理
解
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
飲
ん
で
楽
し
い
か
ら
飲
も
う

と
い
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
女
の
人
が
飲
む
こ
と
を
お
も
し
ろ
が
っ

て
る
わ
け
で
す
よ
、
ど
こ
か
で
。
な
ん
か
、
あ
わ
よ
く
ば
、
み
た

い
な
ヘ
ン
な
よ
う
な
の
が
見
え
る
ん
で
す
よ
、
ど
こ
か
チ
ラ
チ
ラ

と
（
笑
）
・
そ
れ
で
ね
、
酔
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
酔
っ
て
み
っ
と
も

な
い
マ
ネ
し
ち
ゃ
い
け
な
い
、
な
ん
て
思
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
よ

佐
々
木
私
も
そ
う
い
や
じ
ゃ
な
い
の
。
許
せ
る
わ
け
ね
ｃ

う
か
れ
。

だ
か
ら
男
の
人
ど
う
し
飲
ん
で
ら
っ
し
や
る
よ
う
に
は

い
か
な
い
で
す
ね
。

ん
望
月
い
か
な
い
で
す
ね
え
。

さ
中
西
そ
れ
は
男
も
い
か
ん
わ
け
で
す
ね
。

隆
催
相
も
群
赤
恥
鋤
唖
価
郵
誰
神
》
虹
挙
稚
』
畦
蛇
淑
蝿
権

康
酔
っ
ぱ
ら
う
し
相
手
に
も
よ
り
ま
す
け
れ
ど
ね
。
お
弟
子

井
さ
ん
な
ん
か
だ
と
ゼ
ッ
タ
イ
酔
わ
左
い
◎
ど
ん
な
に
飲
ん

筒
で
も
酔
わ
な
い
（
笑
）
。

佐
々
木
女
の
人
に
は
、
飲
む
こ
と
に
ど
う
し
て
も
抵
抗

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。
な
ぜ
か
っ
て
い
う

と
、
女
に
は
お
酒
を
飲
む
と
い
う
必
然
性
が
な
い
、
と
私

は
思
う
ん
で
す
。
働
い
て
い
る
女
性
は
別
で
す
よ
。
家
庭

’
5２

望
月
外
国
だ
と
、
食
事
の
時
は
お
昼
で
も
ワ
イ
ン
を
飲
む
っ
て

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
お
酒
は
ま
た
全
然
別
に
な
り
ま

す
で
し
よ
。
私
は
今
、
外
国
な
み
に
お
昼
か
ら
飲
ん
で
る
ん
で
す

よ
（
笑
）
。
食
事
に
ア
ル
コ
ー
ル
、
食
欲
増
進
に
絶
対
い
い
ん
で
す

ね
。で

も
、
外
国
へ
行
っ
て
み
る
と
、
日
本
の
風
土
に
は
や
は
り
日

本
酒
が
い
ち
ば
ん
い
い
っ
て
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
ね
。

佐
々
木
と
く
に
関
西
エ
リ
ア
っ
て
の
は
味
の
文
化
が
高
い
で
す

は
思
う
ん
で
す
。
働
い
て
い
る
女
性
は
別
で
す
よ
。
家
庭

の
主
婦
に
は
ね
、
お
酒
を
飲
む
必
然
性
が
な
い
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
ご
主
人
に
よ
ほ
ど
理
解
が
あ
っ
て
、
お
宅
で
晩
し
ゃ

く
を
な
さ
り
な
が
ら
お
前
も
一
ぱ
い
ど
う
だ
、
お
前
も
飲
め
よ
、

な
ん
て
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
れ
ば
飲
む
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
が

外
に
出
て
厳
し
く
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
血
を
流
し
て
る
っ
て
わ
け

じ
ゃ
な
い
か
ら
、
お
酒
で
も
飲
ま
ず
に
は
お
れ
な
い
っ
て
い
う
必

然
性
が
薄
い
っ
て
こ
と
、
そ
れ
と
、
日
本
の
場
合
は
、
ま
だ
ま
だ

お
酒
っ
て
も
の
が
男
の
人
の
分
野
の
も
の
で
あ
っ
て
、
女
の
人
の

分
野
の
も
の
で
は
な
い
み
た
い
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

☆
土
曜
日
に
は
ト
コ
ト
ン
お
酒
を
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☆
神
が
か
り
的
″
原
酒
一
升
五
合

望
月
そ
し
た
ら
奥
さ
ま
も
毎
日
ご
い
っ
し
ょ
に
、
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
ん
で
す
か
。

筒
井
い
や
、
だ
い
た
い
毎
晩
い
っ
し
ょ
で
す
か
ら
ね
。
だ
け
ど

あ
ん
ま
り
飲
ま
ん
で
す
ね
。

さ
っ
き
、
一
部
で
は
女
が
酒
を
飲
む
の
は
い
か
ん
、
と
い
う
意

識
が
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
、
一
部
ど
こ
ろ
で
は
な
い
で

す
ね
。
飲
む
人
の
方
が
一
部
や
ね
。
そ
れ
は
い
か
ん
こ
と
や
と
思

い
ま
す
ね
、
僕
は
。

望
月
私
も
絶
対
そ
う
思
い
ま
す
よ
。

佐
々
木
・
こ
ん
な
楽
し
い
も
の
を
ね
。

望
月
私
は
そ
れ
を
お
お
い
に
奥
さ
ま
族
に
い
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。
土
曜
日
な
ん
か
、
い
つ
ぺ
ん
お
ふ
た
り
で
ト
コ
ト
ン
飲
ん
で

み
た
ら
ど
う
で
す
か
、
い
う
た
ら
次
の
お
け
い
こ
の
時
「
先
生
、

飲
み
ま
し
て
わ
か
り
ま
し
た
。
私
の
方
が
す
ご
く
強
か
っ
た
で

す
」
い
う
こ
と
に
な
る
の
（
笑
）
。

も
の
ね
。
朝
酒
は
な
さ
ら
を
い
ん
で
す
か
。

望
月
朝
は
私
は
飲
ま
な
い
の
。

佐
々
木
朝
酒
っ
て
す
ご
く
う
ま
い
も
の
で
す
よ
。

望
月
朝
風
呂
は
必
ず
入
る
ん
で
す
。
三
六
五
日
。
朝
は
聖
女
の

ご
と
く
さ
わ
や
か
に
（
笑
）
・
お
酒
は
お
昼
の
食
事
か
ら
で
す
ね
。

佐
々
木
私
は
旅
に
行
っ
た
ら
必
ず
朝
酒
し
ま
す
。
旅
っ
て
い
っ

て
も
大
阪
と
か
京
都
と
か
っ
て
の
は
無
理
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い

う
都
会
じ
ゃ
な
く
て
山
の
方
に
仕
事
で
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
で

し
ょ
う
。
朝
の
空
気
の
き
れ
い
な
時
、
お
風
呂
に
入
っ
て
の
ど
を

う
る
お
す
、
い
い
ん
で
す
ね
。

望
月
旅
に
出
た
時
は
い
い
で
し
ょ
う
ね
。
私
は
家
に
い
る
時
は

朝
が
仕
事
な
の
で
、
朝
は
飲
ま
な
い
ん
で
す
よ
。

佐
々
木
筒
井
さ
ん
は
奥
さ
ま
に
お
酒
を
お
す
す
め
に
な
り
ま
す

か
。筒

井
す
す
め
ま
す
ね
。
し
か
し
、
そ
れ
も
ま
あ
、
酔
っ
ぱ
ら
う

と
お
も
し
ろ
い
か
ら
、
お
も
し
ろ
が
っ
て
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
ね
。

佐
々
木
そ
う
で
し
ょ
う
。

望
月
毎
日
飲
ま
れ
な
い
ん
で
す
か
、
お
宅
で
は
。

筒
井
僕
は
毎
日
飲
み
ま
す
ね
。

望
月
時
々
私
は
娘
さ
ん
を
四
、
五
人
家
に
泊
め
ま
し
て
ね
。
そ

の
晩
は
徹
底
的
に
飲
ま
せ
る
の
。
こ
れ
は
ほ
か
で
は
で
き
な
公
で

唾
は
徹
底
的
に
飲
ま
せ
る
の
ｃ
こ
れ
は
ほ
か
で
は
で
き
ま
い
で

し
よ
。だ

っ
て
そ
れ
で
な
い
と
危
い
で
し
ょ
う
。
ど
れ
く
ら
い

飲
む
と
ど
れ
く
ら
い
自
分
が
ダ
メ
に
な
る
か
、
適
量
が
わ

か
ん
な
い
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
が
不
安
だ
か
ら
や
る
ん
で

ん
す
。

さ
す
る
と
泣
き
上
戸
が
い
る
し
．
：
…
も
の
す
ご
く
い
る
い

子
ろ
発
見
し
た
。
そ
れ
で
尋
ね
る
の
、
「
あ
な
た
キ
ス
し
た

久
こ
と
が
あ
る
の
」
と
か
れ
。
み
ん
な
ベ
ラ
ベ
ラ
し
ゃ
べ
る

木
で
し
ょ
う
（
笑
）
。

々
だ
か
ら
う
ち
の
お
弟
子
は
み
ん
を
お
酒
強
く
な
り
ま
す

佐
ね
。
合
宿
な
ん
か
だ
と
徹
底
的
に
飲
ま
し
ち
ゃ
う
ん
で
す

よ
。佐

々
木
で
も
そ
れ
は
知
っ
て
い
た
方
が
い
い
で
す
ね
。

自
分
が
ど
れ
く
ら
い
で
く
ず
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
。

佐 木

’
5３
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霞

筒
井
あ
と
で
効
い
て
く
る
酒
を
女
の
子
は
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
ん
だ
り

し
ま
す
か
ら
ね
。
で
、
急
性
ア
ル
中
で
死
ん
だ
り
し
て
ね
。

望
月
私
は
ね
、
自
分
が
ど
れ
く
ら
い
で
プ
ッ
倒
れ
る
か
前
か
ら

た
め
し
て
み
た
か
っ
た
の
。
い
つ
も
ブ
ッ
倒
れ
た
こ
と
は
な
い
し

男
の
人
が
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
昨
日
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
わ
か
ん
な
い
と

か
、
ど
っ
か
で
寝
て
た
と
か
い
う
で
し
ょ
う
。
ど
の
く
ら
い
飲
ん

だ
ら
ブ
ッ
倒
れ
る
か
、
い
つ
ぺ
ん
や
っ
て
み
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど

男
の
人
と
い
っ
し
ょ
じ
ゃ
絶
対
そ
れ
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
た
ら
、
あ
の
時
は
そ
れ
が
原
酒
だ
っ
て
こ
と
が
わ
か
ん
な

か
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
生
田
神
社
で
五
合
く
ら
い
の
大
き
な
杯
で

ダ
ー
ツ
と
飲
ん
で
、
ヤ
－
お
い
し
い
お
酒
だ
っ
て
。
そ
れ
が
冷
や

で
し
ょ
う
。
ブ
ァ
ー
ッ
と
飲
ん
で
は
ぁ
－
お
い
し
い
思
っ
た
ら

ま
た
ブ
ァ
ー
ッ
と
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
す
よ
。

神
が
か
り
的
や
と
思
う
の
（
笑
）
・
三
杯
だ
っ
た
ら
原
酒
で
一
升

五
合
く
ら
い
、
い
っ
き
に
飲
ん
だ
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
で
後
で
ま

わ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

佐
々
木
原
酒
だ
と
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
塑
度
く
ら
い
あ
り
ま
す

か
ら
ね
。

望
月
そ
う
、
そ
れ
で
よ
く
死
な
な
か
っ
た
と
思
っ
て
。

佐
々
木
平
素
鍛
え
て
ら
し
た
か
ら
だ
わ
。

望
月
ど
う
し
て
そ
の
時
テ
ー
プ
に
取
っ
と
い
て
く
れ
な

か
っ
た
の
っ
て
後
で
い
っ
た
の
（
笑
）
。 ’

5４

醗
路
騨
駐
掌

に
な
っ
て
き
だ
し
て
ね
。
ス
ソ
を
ち
ゃ
ん
と
し
て
寝
た
か
し
ら
と

か
ね
。
そ
し
た
ら
み
な
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
や
っ
ぱ
り
意

識
は
あ
る
ん
で
す
ね
、
横
に
な
る
と
き
は
、
ち
ゃ
ん
と
ス
ソ
を
こ

う
や
っ
て
無
意
識
の
う
ち
に
も
ね
、
や
っ
て
る
ん
で
す
ね
（
笑
）
・

色
紙
な
ん
か
も
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
を
見

せ
て
も
ら
っ
て
も
、
全
然
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
で
、
男
の

人
が
全
然
き
の
う
の
こ
と
は
覚
え
が
た
い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
の
は

本
当
の
こ
と
だ
と
、
そ
の
時
は
じ
め
て
思
い
ま
し
た
（
笑
）
・

佐
々
木
よ
く
死
な
な
か
っ
た
わ
ね
。

筒
井
女
の
子
が
そ
れ
で
死
ん
で
ま
し
た
れ
。
失
恋
し
て
家
で
ウ

イ
ス
キ
ー
を
一
本
半
あ
け
て
、
そ
れ
で
シ
ン
ド
ィ
、
シ
ン
ド
ィ
い

う
て
庭
へ
出
て
、
そ
の
ま
ま
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
行
っ
て

み
た
ら
庭
で
死
ん
ど
る
。
は
じ
め
て
で
そ
ん
な
に
飲
ん
だ
ら
、
そ

ら
死
に
ま
す
わ
な
。

望
一
月
私
は
ね
、
は
じ
め
て
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
だ
と
き
に
ね
、

こ
ん
な
に
カ
ラ
イ
、
お
い
し
く
な
い
も
の
を
ど
う
し
て
飲
む
の
か

と
思
っ
て
ね
。
そ
の
と
き
ジ
ン
マ
シ
ン
が
お
な
か
に
い
っ
ぱ
い
出

て
き
た
の
。

で
女
医
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、
そ
れ
は
ウ
イ
ス
キ
ー
を
は
じ
め
て

飲
ん
だ
の
で
そ
れ
が
強
か
っ
た
か
ら
だ
っ
て
。
そ
れ
で
、
ウ
ィ
ス

ん
☆
ブ
ッ
倒
れ
る
に
も
女
は
ス
ソ
の
乱
れ
を
な
お
し
な
が
ら

さ勝
誰
諦
木
帆
畦
峨
峨
識
遥
棒
洲
確
津
妹
売
赴
一
鈴
一
。

佐
々
木
そ
れ
で
わ
か
っ
た
ら
タ
ィ
ヘ
ン
・

両
と
く
に
醗
唾
酒
っ
て
い
う
の
は
頭
の
方
が
酔
っ
ぱ
ら
う

中
ん
で
す
よ
。
で
樵
留
酒
っ
て
い
う
の
は
足
の
方
が
酔
っ
ぱ

ら
う
ん
で
す
ね
。

そ
り
ゃ
メ
ッ
チ
ャ
メ
ッ
チ
ャ
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
は
ず

で
す
よ
。
わ
か
る
わ
け
が
な
い
（
笑
）
・

望
月
あ
れ
は
大
変
な
記
念
だ
と
思
う
。
で
後
か
ら
心
配
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裡
木
杉
の
樽
も
ダ
メ
で
す
ね
。
入
れ
て
一
週
間
以
上
に
な
る

と
も
う
飲
め
な
い
で
す
ね
。
ド
ロ
ド
ロ
に
た
っ
て
。
だ
か

ら
ね
、
樽
の
酒
を
置
い
て
い
る
店
が
あ
り
ま
す
ね
。
あ
あ

い
う
の
も
、
倉
か
ら
直
送
し
て
も
ら
っ
て
す
ぐ
開
け
て
二

Ｈ
ｕ
く
ら
い
が
い
ち
ば
ん
お
い
し
い
ん
で
す
ね
。
丘
日
日

ん
く
ら
い
に
な
っ
て
減
ら
な
か
っ
た
ら
ピ
ン
に
移
し
ま
す
。

さ
そ
う
し
な
い
と
下
の
方
が
ド
ロ
ド
ロ
に
た
っ
ち
ゃ
い
ま

佐
す
ね
。
だ
か
ら
回
転
の
い
い
酒
屋
で
買
う
こ
と
で
す
ね
。

美
中
西
ウ
ィ
ス
キ
ー
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

佐
々
木
ウ
イ
ス
キ
ー
は
に
お
い
が
つ
か
な
い
ん
で
す

１Ｊ
よ
。
あ
れ
は
蕪
留
し
た
酒
で
す
か
ら
ね
。

望
日
本
酒
は
砿
造
酒
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
微
妙
な
キ
メ

細
か
さ
が
大
切
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
ウ
イ
ス
キ
ー
と
か

ウ
ォ
ッ
カ
と
か
ジ
ン
と
か
い
っ
た
も
の
は
蒸
留
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
み
ん
な
飛
ば
し
て
あ
る
の

筒
井
米
よ
り
も
水
の
方
が
も
う
じ
き
危
ぐ
な
る
で
し
ょ
う
。
ま

だ
酒
の
缶
詰
め
と
い
う
の
は
な
い
で
す
け
ど
、
家
庭
で
ど
の
程
度

保
存
が
き
く
の
か
と
思
っ
て
ね
。

佐
々
木
ご
自
分
の
家
で
Ⅱ
本
酒
で
も
保
存
し
よ
う
と
お
思
い
に

な
る
な
ら
、
地
下
を
完
備
さ
せ
て
ね
、
そ
し
て
カ
メ
で
保
存
す
る

と
い
い
そ
う
で
す
よ
。

絶
対
温
度
の
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
、
だ
か
ら
土
の
中
が
い
ち
ば

☆
酒
を
買
占
め
る
な
ら
土
中
の
カ
メ
で

キ
ー
て
い
う
も
の
を
飲
ん
で
免
疫
を
つ
け
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
っ

て
ね
、
二
、
三
度
飲
ん
だ
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
お
い
し
く
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
ジ
ン
マ
シ
ン
は
で
き
な
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
の
と
き
、
や
っ
ぱ
り
ア
ル
コ
ー
ル
い
う
も
の
は
抵
抗
力
を
つ
け

ま
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
（
笑
）
・

中
西
僕
は
出
征
前
に
ね
、
二
十
才
く
ら
い
か
な
、
は
じ
め
て
飲

ん
だ
の
が
。
ま
じ
め
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
今
み
た
い
に
よ
く
し
ゃ

べ
ら
な
か
っ
た
し
（
笑
）
・
兵
隊
に
行
っ
て
、
飲
め
な
い
も
の
だ

か
ら
よ
く
失
敗
し
ま
し
た
。

筒
井
僕
は
高
校
の
頃
か
ら
チ
ビ
チ
ピ
飲
ん
で
ま
し
た
け
ど
れ
。

ん
い
い
で
す
ね
。
土
中
に
カ
メ
を
埋
め
て
っ
て
い
う
の
が
よ
く
あ

り
ま
す
ね
。

筒
井
保
存
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
な
。
も
う
飲
め
ん
よ
う
に
た

り
ま
す
よ
。

佐
々
木
ｎ
本
酒
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
一
年
の
も
の
で
し
て

ね
。
今
の
作
り
か
ら
い
く
と
保
存
が
き
か
左
い
ん
で
す
よ
。

お
酒
に
ピ
ン
の
に
お
い
が
つ
く
こ
と
を
ピ
ン
香
と
い
う
ん
で
す

が
、
長
く
酒
屋
さ
ん
に
置
か
れ
て
い
た
お
酒
は
、
飲
ん
だ
と
き
ピ

ン
香
が
す
る
か
ら
わ
か
り
ま
す
よ
。

筒
井
缶
詰
め
に
す
る
と
カ
ン
香
が
つ
く
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

佐
々
木
そ
う
で
す
よ
。
ビ
ー
ル
で
も
缶
入
り
の
も
の
を
飲
ん
で

ご
ら
ん
な
さ
い
。
缶
の
に
お
い
が
し
ま
す
か
ら
。

お
酒
っ
て
の
は
非
常
に
細
か
な
微
生
物
で
成
り
た
っ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
ね
。
小
売
り
屋
で
長
く
寝
か
せ
て
い
る
と
そ
う
い
う

の
が
全
部
死
ん
じ
ゃ
っ
て
、
ピ
ン
の
に
お
い
が
つ
い
て
し
ま
う
ん

で
す
。
と
く
に
直
射
日
光
ま
ん
か
を
通
す
と
必
ず
ダ
メ
。
だ
か
ら

本
当
は
も
っ
と
大
切
に
扱
わ
な
い
と
い
け
な
い
も
の
な
ん
で
す
け

れ
ど
…
…
。

中
西
杉
の
樽
に
入
れ
て
お
く
と
い
い
わ
け
で
す
か
。

佐
々
木
杉
の
樽
も
ダ
メ
で
す
ね
。
入
れ
て
一
週
間
以
上
に
な
る

’
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中
西
僕
は
よ
く
酒
倉
を
見
学
し
ま
し
た
が
ね
、
木
の
オ
ヶ
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
オ
ヶ
の
木
の
に
お
い
が
浸
み
こ
ん
で
酒
が
う

ま
い
ん
だ
、
い
う
話
を
聞
い
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
別
の
場
所
で
は
ホ
ウ
ロ
ウ
引
き
で
や
っ
て
い
て
、
そ

こ
で
は
、
い
や
決
し
て
味
は
劣
ら
な
い
、
い
っ
し
ょ
だ
と
い
う
ん

で
す
が
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
。

佐
々
木
昔
は
ね
、
ス
テ
ン
レ
ス
と
か
ホ
ウ
ロ
ウ
引
き
と
か
が
な

く
て
、
全
部
杉
で
作
っ
た
オ
ケ
で
や
っ
て
い
た
わ
け
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
浸
み
こ
ん
で
う
ま
い
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ル
香
が
つ

い
た
お
酒
が
好
き
な
人
は
、
あ
あ
い
う
に
お
い
が
プ
ン
と
し
た
方

が
う
ま
い
と
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
が
、
で
も
今
は
そ
う
い
う
雑
味

の
つ
か
な
い
お
酒
の
方
が
、
き
れ
い
な
お
酒
の
方
が
好
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
す
ね
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
酒
税
を
計
算
す
る
の
に
、
作
っ
た
お
酒

を
ダ
ル
が
吸
い
こ
ん
じ
ゃ
う
と
そ
れ
だ
け
酒
税
が
取
れ
な
い
の
で

戦
争
中
か
ら
杉
ダ
ル
を
や
め
さ
せ
て
ホ
ウ
ロ
ウ
引
き
に
変
え
た
ん

で
す
。

中
西
昔
の
味
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

佐
々
木
え
え
、
昔
の
人
は
木
香
の
浸
み
こ
ん
だ
酒
が
う
ま
い
と

☆
酒
を
楽
し
む
法
ア
レ
コ
レ

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

中
西
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
メ
キ
シ
コ
で
も
ド
ブ
ロ
ク
と
同
じ

よ
う
な
酒
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
や
は
り
テ
キ
ー
ラ
な
ん
か
を
作
る

前
の
段
階
で
そ
う
い
う
酒
が
で
き
る
ん
で
し
ょ
う
。
ド
ロ
ッ
と
し

て
い
て
ド
プ
ロ
ク
と
お
ん
な
じ
よ
う
で
し
た
ね
。
非
常
に
よ
く
似

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
や
は
り
メ
キ
シ
コ
で
、
缶
ビ
ー
ル
を
売
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
。
そ
れ
が
缶
を
開
け
て
ね
、
塩
を
ち
ょ
っ
と
振
り
ま
し
て

ね
、
レ
モ
ン
を
絞
っ
て
塩
に
落
と
す
ん
で
す
。
す
る
と
レ
モ
ン
塩

汁
が
中
に
入
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
飲
ん
で
、
残
っ
た
塩
を
ペ
ロ

ッ
と
な
め
る
ん
で
す
。
そ
う
や
っ
て
飲
む
の
を
よ
く
見
か
け
ま
し

た
ね
。

筒
井
へ
え
、
ビ
ー
ル
を
で
す
か
。

中
西
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
帰
る
と
き
に
兄
た
の
は
、
ウ
ォ
ッ
カ
を

一
発
で
ワ
シ
と
飲
ん
で
、
そ
の
あ
と
ぶ
ど
う
酒
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ

飲
ん
で
い
ま
し
た
ね
。

佐
々
木
わ
か
ら
左
い
で
も
左
い
で
す
ね
。
ウ
ォ
ッ
カ
っ
て
の
は

口
に
入
れ
る
と
カ
ツ
と
火
の
よ
う
に
焼
け
ま
す
も
の
ね
。
火
の
よ

う
に
焼
け
る
と
こ
ろ
へ
ワ
イ
ン
の
ち
ょ
っ
と
渋
い
よ
う
な
酸
っ
ぱ

い
よ
う
な
の
を
入
れ
る
っ
て
い
う
の
は
い
い
ん
じ
ゃ
左
い
で
し
ょ

う
か
ね
。
感
じ
と
し
て
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

モ
ロ
ッ
コ
で
は
酒
は
ど
う
で
し
た
か
。

中
西
モ
ロ
ッ
コ
で
は
酒
は
お
お
っ
ぴ
ら
に
は
飲
め
な
い
ん
で

す
。
作
っ
て
い
る
こ
と
は
い
る
ん
で
す
が
、
飲
む
と
昔
の
日
本
み

た
い
に
、
回
り
か
ら
不
良
み
た
い
に
見
ら
れ
る
ん
で
す
。

筒
井
飲
む
と
暴
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
ね
。

中
西
身
体
つ
き
も
大
き
い
で
す
し
、
飲
ま
ん
で
も
よ
う
暴
れ
て

い
ま
す
か
ら
ね
（
笑
）
・

筒
井
ア
メ
リ
カ
に
は
、
ま
だ
ド
ラ
イ
タ
ウ
ン
は
あ
る
ん
で
す
か

れ
。
飲
む
の
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

聞
い
た
話
だ
と
、
ド
ラ
イ
タ
ウ
ン
が
あ
っ
て
、
こ
っ
ち
の
町
へ

入
っ
た
ら
も
う
飲
ん
で
も
い
い
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の
境
の
道
路
を

酔
っ
ぱ
ら
い
が
今
に
も
線
を
越
し
そ
う
に
や
っ
て
来
る
の
を
、
巡

査
が
じ
っ
と
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
〈
竹
葉
亭
に
て
〉

’
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で
大
丈
夫
で
す
。
そ
れ
に
度
数
が
高
い
で
す
か
ら
。

中
西
最
近
酒
が
よ
く
陶
器
入
り
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
ト
ッ
ク

リ
み
た
い
た
形
を
し
た
焼
き
も
の
に
。

佐
々
木
焼
き
も
の
は
大
丈
夫
な
ん
で
す
よ
、
わ
り
と
。
た
だ
そ

の
焼
き
も
の
が
い
い
土
の
も
の
で
な
い
と
、
や
っ
ぱ
り
土
の
に
お

い
が
し
ま
す
よ
。
お
酒
っ
て
の
は
も
の
す
ご
い
キ
メ
細
か
な
も
の

で
す
か
ら
。

極
端
な
こ
と
を
い
い
ま
す
と
ね
、
香
水
や
ら
い
っ
ぱ
い
い
ろ
ん

な
香
り
の
も
の
を
つ
け
た
人
が
お
畑
を
し
ま
す
と
、
お
銚
子
に
そ

の
に
お
い
が
つ
い
て
い
ま
す
よ
。
食
べ
も
の
屋
で
は
香
水
つ
け
た

り
、
お
し
ろ
い
つ
け
た
り
し
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
の
は
そ
れ

で
す
ね
。
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